















































30）の枠組（図 1）を示す。この表では、全体的な言語プロフィシェンシーを 4 つ
に分けた上で、コミュニケーション言語能力を言語構造的能力（Linguistic 



























ベル設定はどうなっているかというと、「 1 ・ 2 級レベルでの構文／文型」に関す
る議論が少ないことを指摘した上で、『日本語表現文型Ⅰ・Ⅱ』の名前を挙げ、
「『表現文型』という角度から整理し直そうとしたのは貴重な試みである」と評価し















































































































































































3 ．4 ．Discrete Language Skills（項目別言語能力）の意味するもの























































































































原因も放置されている。CLIL の基本的な枠組を示した Ball et al.（2015：52）は
「内容（Content）」とされるものは、「概念的（conceptual）な内容」、「手続き的

































































































































現」で行うことになっているが、その構成を見るために 1 ～ 2 課の項目を挙げる。
─　　─30
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1 課：［新しい文法］① S（plain）のは～だ、② A／AN（stem）―そうにしてい
る、③ V―（y）oo とする、④ Vところだ、⑤ S（plain）はずがない、⑥
Nというのは S（plain non-past）ものだ、⑦ V―てくる（変化）、［接続表
現］①すると、まして（や）、③そのうえ、［便利な表現］①そう言え
ば、②今思うと
2 課：［新しい文法］①だ・である体、② N1に関わる N2、③ S（plain）／N
のために、④ V―ないといけない、⑤ V―ていく（変化）、⑥ V―たつもり













































らず、（4）V 一方だ、の 4 つである。さらにコラムと投書②の文型として（5）ご
とに／ごとの N 、（6）A か、それとも、B か、（7）～と言えるかどうか、（8）～さ
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